
 

 

 

 

 

 

８月２４日の２学期始業日には、交通事故等もなく、生徒たちは元気よく登校し、２

学期の良いスタートをきってくれました。そして、２学期が始まって３週間が経とうと

していますが、生徒たちは変わらず、授業や部活動等に一生懸命取り組んでくれていま

す。 

さて、この２学期は４か月にも及ぶ長丁場になります。体育祭と文化祭は学校祭とし

て１日同日開催になり、２年生の職場体験学習については２８か所の事業所等にお世話

になる予定でしたがすでに中止になっており、三泗駅伝大会についても残念ながら、先

日、中止の連絡が入ったばかりです。中体連新人大会については現在のところ、行われ

る予定でいます。 

また、３年生については１１月の修学旅行、その後、２学期終盤から３学期いっぱい、

自分自身の進路決定、そして１・２年生は次第に難しくなる学習内容の定着など、どの

学年の生徒もいろいろな課題を乗り越えていかなければなりません。１学期そして夏休

みに身につけたものをベースにして、精一杯の取り組みを進めて欲しいと思っています。 

 もしも困っていることやお気づきの点があれば、遠慮なく、ぜひ担任にもご相談くだ

さい。今学期もどうぞよろしくお願いいたします。子どもたちの感染予防対策に基づい

た新しい生活様式のための指導や見守りについても、引き続き、どうぞよろしくお願い

いたします。 

修学旅行について   
修学旅行の実施については、日々刻々と変わる新型コロナウィルス感染状況の中、再

度、本校教職員の綿密な状況調査による感染防止体策を含めた計画の修正・変更の検討

および市教育委員会や旅行業者等との相談を重ねてきた結果、現時点において、裏面の

行程・内容で実施することといたしましたのでお知らせします。 

前回の学校だよりでお知らせした通り、生徒の健康と安全、緊急な体調不良の際の保

護者の方によるお迎え時の利便性、今後の感染状況による見学場所変更等の融通、経費

等、総合的に判断して、「東紀州・伊勢志摩・桑名市長島方面へのバス旅行」に決定い

たしました。今後も、急な変更等が生じることが考えられます。保護者の方には引き続

き、ご無理をお願いすることもあるやもしれませんが、ご理解、ご協力いただくよう、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 修学旅行説明会については、昨日ご案内させていただいた通り、今月２５日（金）６

限目（14:20～15:10）に行います。急なご案内になり、誠に申し訳ありません。お仕事

等の関係で、ご都合がつかない場合は、後日、電話や面談等でご説明させていただくこ

とも可能ですので、遠慮なく、担任または学年担当までご連絡をください。 
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学校教育目標 「あたたかさ たくましさ たしかさ」 

 

 



〇旅行行程（状況により一部変更される場合があります） 

 １１／９（月） 8:00出発予定 

学校（借上げバス）＝ 熊野大泊 IC ・・・熊野古道（松本峠～東屋～鬼ケ城セン
ター）【分散学習】・・・鬼ケ城センター【昼食・散策】＝ 伊勢神宮（おかげ横丁）
【分散学習】＝ ホテル戸田屋（泊） 

 
 １１／10（火）  

ホテル（借り上げバス）＝ 鳥羽水族館【分散学習】 ＝ 志摩観光ホテル（昼食・
テーブルマナー） ＝ 横山展望台 ＝ 志摩マリンレジャー（賢島クルーズ）＝ 
ホテル＆リゾート伊勢志摩（泊） 

  
１１／11（水）  
ホテル（借上げバス）＝ 湾岸長島 IC ＝ 長島スパーランド（昼食）＝ 湾岸長島 
IC ＝ みえ川越 IC ＝ 学校（15:40帰着予定） 

 

修学旅行説明会当日には、旅行業者にも参加してもらう予定で、感染症対策等につい

ての説明をしてもらう予定でいます。いかなる場所、いかなる活動においても完全に感

染不安を取り除くことは難しいところですが、感染リスクが最小限になるように可能

な限りの対策を講じていきます。それでも中止（キャンセル）せざるを得なくなった場

合を含め、多くのみなさんにご理解をいただけるよう努めていきますのでよろしくお

願いします。 

なお、実施に際して、「修学旅行参加同意書」の提出をお願いすることになりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 昨年度、度々この学校だよりの紙面をお借りして、以前私が勤務していた時代（1984

～1991年度）の楠中学校での思い出深かった、奈良県宇陀郡曽爾高原での自然教室、体育

祭仮装行列、校内駅伝大会等の学校行事について、綴ってきました。令和２年になり、コ

ロナウィルス感染症が流行し、新年度を迎えて間もなく、休校になり、学校だよりにも昔

の楠中の思い出について綴る精神的な余裕もなく、今年度も半年が過ぎてしまいました。

今年度、残された後半半年ですが、紙面にも余裕があれば、再開していくつもりです。 

今回は修学旅行についてです。楠中の修学旅行は５，６年程前まではずっと広島方面に

出掛けていました。広島での平和公園でのセレモニーや原爆資料館での平和学習がメイン

でしたが、世界遺産として有名な厳島神社のある宮島もよく訪れていました。厳島神社を

団体見学の後、班別分散活動に入ります。中にはロープ―ウェイに乗って、弥山（みせん）

という、現在ではパワースポットとして有名な山頂に向かう班もありました。私と体育科

の N先生は、チェックポイントである山頂にいました。そんな中、歩いて下山していた生

徒が慌てて、再び駆け上がってきました。聞いてみると、先に下山をしていた班が山中で

サルに襲われているということでした。私とN先生は急な斜面を全速力で駆け下りました。 

薄暗い森の中で、引き裂かれたバックと散乱するしおりや筆記用具、泣いて動けないで

いる生徒たち、生徒を取り囲んでいる２０～３０匹のサルたち（もっといたかもしれませ

ん）、私たちは大声で威嚇しながらサルと対峙し、木切れを振り回し、何とか生徒が脱出で

きる道を確保することができたのでした。生徒のかばんの中に入っていたお土産のもみじ

饅頭を狙ったのではないかということでした。本当に怖かった。1988 年の修学旅行でした。 

 


